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一過性虚血に伴うスナネズミ脳細胞障害に対するラドン吸入と抗酸化ビタミン剤摂取による抑制効果を

比較検討した。その結果，2000Bq/m3・24 時間のラドン吸入による抑制効果は，500mg/kg 体重のアスコル

ビン酸摂取によるそれと相当することが示唆できた。 
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1. 緒言 

 我々は今までに，ラドン吸入によりスナネズミ脳中の抗酸化機能が亢進し，一過性脳虚血に伴う神経細

胞障害が抑制される可能性を報告してきた[1]。本研究では，ラドン吸入による抗酸化機能の亢進を定量評

価するため，ラドン吸入と抗酸化ビタミン剤（アスコルビン酸）摂取による抑制の程度を比較・検討した。 

 

2. 材料と方法 

MGS/Sea スナネズミに，ラドン（2000Bq/m3）吸入または sham 吸入を各々24 時間施した。他方，100，

300，500 mg/kg 体重のアスコルビン酸を腹腔内投与した。ラドン吸入またはアスコルビン酸投与の直後に，

両側の総頚動脈(CCA)を小血管クリップで 10分間閉塞することにより一過性脳虚血を負荷した。また，CCA

の閉塞を除く同様の処置を施したものを擬似手術（sham-OP）とした。施術から 4日後，安楽死させ脳を摘

出し試料に供した。 

 

3. 結果と考察 

1)一過性脳虚血に伴う CA1 領域の細胞の神経損傷は，ラドン吸入やアスコルビン酸投与により抑制した。

ラドン吸入による抑制効果は 500mg/kg 体重アスコルビン酸投与によるそれに相当することもわかった。2)

ラドン吸入により脳中の superoxide dismutase(SOD)活性と総グルタチオン（GSH）量が増加した。また，ア

スコルビン酸を投与した場合，SOD 活性や総 GSH 量はその投与量に依存して増加した。3)一過性脳虚血に

伴い過酸化脂質量は有意に増加したが，ラドン吸入またはアスコルビン酸投与により減少した。以上の所

見などにより，2000Bq/m3・24 時間のラドン吸入による一過性虚血に伴う神経細胞障害の抑制効果は

500mg/kg 体重アスコルビン酸投与によるそれに相当すること示唆できた。 
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